
 

 

 

② 上川中部森林管理署モデル作業地 

 

 
 

 

 

 

美瑛町地区 

 

 

 

 

 

 

 

上川中部森林管理署 朗根内森林事務所部内 
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第三回検討委員会での修正及び検討箇所（美瑛地区） 

 

全路線延長 

 検討前 L=8,530ｍ 検討後 L=9,470m 

 

修正及び検討について 

番号 
修正及び検討項目 修正及び検討結果 

① 

A 路線の A-18～A-19 の沢について、洗

い越し工の検討を行う。 

概略設計を行った結果、検討箇所に洗

い越し工を設置することは可能である。

（図-1 参照） 

また、他の BOX カルバートやコルゲー

トパイプの呑吐口保護工のコンクリー

トボリュームと、洗い越し工の呑吐口保

護工に舗装工を加えたコンクリートボ

リュームがほぼ同等か若干少ないこと

から、他の工種と比べ初期導入費が最も

安い。また、維持管理面についても最も

優れている。 

② 

A 路線と B 路線の分岐点取付につい

て、1.通常の取付、2.スイッチバック、

3.取付位置の見直しの3案について検討

を行う。 

1. 通常の取付について 

A 路線の CL を川手側に膨らませる

ことで、トラックの走行は可能となる

が、若干土工量は大きくなる。図-2

参照 

 

2. スイッチバックについて 

既設作業道をそのまま利用し、方向

転換する T字路を追加するため、最も

土工量は抑えられるが、縦断勾配が

10％程度の下り勾配となる。 図-3 

参照 

 

3. 取付位置の見直しについて 

 A-40 の尾根部の奥からの取付位置

の検討を行った。取付可能な箇所とし

ては A-46 付近から山側に入ることは

可能であるが、尾根部までの高低差

が、大きいため尾根を越えることがで

きない。また A-46 より起点側につい

ては切土法面が長大になり、土工量が

膨大になるため、取付位置には不適当

である。 

 

これら 3案を総合的に比較すると、

１案が最も優れていると思われる。 
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番号 
修正及び検討項目 修正及び検討結果 

③ 

B 路線の尾根越しについて、巻き返し

部分の横断傾斜が急なため検討を行う。

横断傾斜の急な区間を避けるには、尾

根部から緩傾斜地までの高低差が大き

いことから、巻き返し部を１カ所増やし

延長を延ばすことで高さを確保し、緩傾

斜地での巻き返しを行った。 

④ 

C 路線の C-20～C-21 の沢について、洗

い越し工の検討を行う。 

概略設計を行った結果、検討箇所に洗

い越し工を設置することは可能である。

（図-4 参照） 

また、洗い越し工の呑吐口保護工に舗

装工を加えたコンクリートボリューム

が、他の BOX カルバートやコルゲートパ

イプの呑吐口保護工のコンクリートボ

リュームより少ないことから、他の工種

と比べ初期導入費が最も安い。また、維

持管理面についても最も優れている。 

⑤ 

 美瑛地区の地形については、独特の特

徴を有していることから、既存の文献で

対象地付近の地形等について調べる。 

 地形等についての特徴については、表

外に後述する。 

 

⑥ 
C 路線 C-30 奥の尾根巻について、現在

の路線より大きく外側に膨らます検討

を行う。 

出来る限り大きく外側に巻く検討を

行ったが、急傾斜地避けるため終点に向

かい予定位置より上方を通過する必要

があるため、あまり大きく外側に膨らま

すことができない。 

⑦ 

E 路線を枝線ではなく、A 路線奥の

A-75 付近から分岐する、既設森林作業道

に接続する循環道とできないか、現地検

討を行う。 

尾根部に向かう森林作業道の取付を

考慮して、起点位置を元の起点より高い

尾根部の C-72 に変更した。また、250ｍ

付近から折り返して、A 路線から分岐す

る既設森林作業道に向かったが、接続後

に縦断勾配が 18％以上の箇所が数カ所

あるため、A 路線 A-72 と A-73 の中間点

に接続した。 

⑧ 

C 路線 C-23～C-24 付近については、湿

潤で肥沃な土壌を好むヤチダモやヤチ

ハンノキ等が多く自生していることか

ら試掘を行う。 

表層の 50～60ｃｍ程度が礫交じりの

普通土で、その下層の 100ｃｍ程度の厚

さについては、固い礫交じりの粘性土で

あり湧水は見られないことから、路線の

通過に問題はないと考えられる。写真①

～③参照 
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対象地の地形等について 

 

1. 位置について 

対象地は、北海道中央部に位置する 5万分の 1地質図幅の志比内図幅東側である。 

 

5 万分の 1地質図（志比内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 地形について 

志比内は大別して山地、台地、平地の 3つの地形区にわけられ、対象地については山地とな

っている。山地については図幅の東部をしめ、新第三紀および第四紀の火山岩類で構成される

地域である。構成岩によって地形の特徴にややちがいがあり、対象地は新第三紀の火山岩地域

で、いちじるしく開析をうけ深い谷が多く、かなり急峻な地形をつくっている箇所がある。 
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3. 地質概要について 

新第三紀の火山噴出物は中新世のカウンナイプロピライト、俵真布層、流紋岩岩脈、および

鮮新世の米飯山溶岩、丸山溶岩に区分され、これらはすべて図幅の東部地域に分布し、隣接す

る旭岳図幅地域内に拡がっている。対象地については、丸山溶岩の地層となっており、岩相は

暗灰色で密堅硬な、普通輝石しそ輝石安山岩である。 

 

4. 丸山溶岩について 

丸山溶岩は板状溶岩と呼ばれるタイプの溶岩で、図幅南東隅の丸山から、俵真布の地域にか

けて、ほぼ南北の方向に分布している。侵食などの影響により多くの谷が形成され、地形面が

細分化されているが、なお溶岩台地状の地形をつくりやや広く分布している。 

 

 

 

 

 

試掘について（C-23～C-24 付近） 

 

C-23～C-24 付近については、湿潤で肥沃な土壌を好むヤチダモやヤチハンノキ等が多く自生

していることから試掘を行ったところ、表層 50～60ｃｍ程度は礫交じりの普通土で、その下層

の 100ｃｍ程度の厚さについては、多量の礫を含む固い粘性土であり降雨後の湧水や、地下水

が流れた形跡は見られなかった。試掘の結果より C-23～C-24 付近については、切盛りを最小限

に抑えることで通過は可能と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真① 試掘箇所 
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写真② 土質の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真③ 固い粘土層に含まれていた礫 
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各路線延長の増減 

延長（km） 
路 線 名 

検 討 前 検 討 後 

増 減（km）

A 路線 2.77 2.77 ±0.00 

B 路線 2.43 2.38 -0.05 

C 路線 2.50 2.54 +0.04 

D 路線 0.44 0.44 ±0.00 

E 路線 0.39 1.34 +0.95 

合      計 8.53 9.47 +0.94 
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1.計画位置と概要 

②美瑛町 

計画箇所は、上川郡美瑛町と清水町を結ぶ一般道道忠別清水線を起点から 9.4ｋｍの

地点で、右側に分岐する十八線沢林道の 2.5ｋｍ付近を起点とし、十八線川の右岸側を

対象とする区域である。 

対象になる林地面積は 146.55ha で、主にトドマツとアカエゾの造林

地である。また、 1041 林 班 い 小 班 の 林 齢 が 60 年 の ト ド マ ツ を 除 き 、

林齢が 32～ 47 年と比較的若い森林となっている。  

地 形 区 分 と し て は 大 椴 ・ 十 八 線 連 絡 作 業 道 の 一 部 と 大 椴 作 業 道 を 含

む北東側が一部 30°以上となるが、それ以外の大部分が 15°～ 20°未

満の傾斜地で次いで 8°～ 15°の傾斜地となっている。  
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２.路線の計画概要と構造規格等 

 

②美瑛町 

 
管 理 署 名  上川中部森林管理署 

 

路 線 名  未定 

 

計 画 延 長  9,470ｍ 

 

車 道 幅 員  3.0ｍ 

 

構 造 規 格  ２級  

 

制 限 林  水源涵養保安林 

 

そ の 他 法 指 定  なし 

 

場  所  北海道上川郡美瑛町 

 

対 象 林 班  １０４１、１０４２、１０４３、１０４４林班外 

 

障 害 物  一部地すべり分布図に該当箇所が含まれている。 

 

林 地 の 植 生  地 表 クマイ笹 

          普通林（主な樹種） カンバ、ミズナラ、イタヤカエデ他広葉樹 

          造林地（樹種） アカエゾ、トドマツ   

 

主 要 動 植 物  天然記念物や、学術上価値の高い生物郡集および、生物の所在地

には該当していない。 

 

地    質  土質区分 

上層部： 砂・砂質土、岩塊・玉石 

下層部： 新第三紀 普通輝石しそ輝石安山岩 

 

土      壌  適潤性褐色森林土及び弱乾性褐色森林土 
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4. 主要通過点及び現況写真 

 

全路線延長 

 L=9,470ｍ 

 

A 路線 

 

路線の概要 

A 路線は、十八線沢林道の 2.5ｋｍ付近を起点とし、大椴林道終点を結ぶ延長 2.8ｋ

ｍの路線で、1041 林班から 1044 林班の広い施業範囲をカバーするとともに、B 路線及

びC路線の２つの路線がこのA路線に合流して市場に向かうため重要な役割を果たす路

線となる。現在既設作業道路が、林道の規程に沿って作られていることから格上げして

林業専用道として利用する。 

 

延長 

 L= 2,770ｍ 

 

主な構造物 

 既設コルゲートパイプ(φ1.0ｍ)  常水は側溝水程度      ・・・ 1 箇所 

 既設コルゲートパイプ(φ0.6ｍ)                ・・・ 1 箇所 

コルゲートパイプ(φ1.2ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=0.8 H=0.8) 

計 2 箇所 

 

 既設ポリ波状パイプ（φ0.3ｍ）                ・・・ 4 箇所 

 既設ポリ波状パイプ（φ0.4ｍ）                ・・・ 1 箇所 

 既設ポリ波状パイプ（φ0.6ｍ）                ・・・ 1 箇所 

コルゲートパイプ(φ2.5ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=1.5 H=1.5) 

 ポリ波状パイプ（φ0.4ｍ）もしくは暗渠排水工等        ・・・ 6 箇所 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 

 

 沢渡り前後の水捌けの悪い区間や、湧水及び表面水が集まるような箇所については、

山側に側溝を設置している。 

• A- 0～A-75 区間：側溝有り。 

• A-75～A-84 区間：側溝無し。 
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① A-0～A-10 区間  

 十八線沢林道の 2.5ｋｍ付近から分岐する既設作業道路を利用する区間で、林道の規

程に沿って作られていることから格上げして林業専用道として利用する。起点付近の短

い区間で 14％の縦断勾配を利用しているが、概ね 5％程度の勾配で通過している。 

A-6 と A-7 の中間に C路線の分岐点がある。 

 

縦断勾配： 3～14％程度 

横断勾配： 5°～10°程度 

A-3～A-4 の沢：既設ポリ波状パイプ(φ0.3ｍ)  

A-7～A-8：側溝水 既設ポリ波状パイプ(φ0.3ｍ)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十八線沢林道からの分岐点（起点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-7 から A-8 方向 

十八線沢林道 

A 路線 
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② A-11～A-20 区間  

 A-11～A-20区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。5°～10°

程度の緩傾斜地を一部 15％の急な縦断勾配を利用しているが、概ね 3％～7％程度の勾

配で通過している。 

 

縦断勾配： 3～15％程度 

横断勾配： 5°～10°程度 

A-14～A-15：側溝水 既設ポリ波状パイプ(φ0.3ｍ)  

A-17～A-18 の沢：既設コルゲートパイプ(φ1.0ｍ) 水量は側溝水程度。 

A-18～A-19 の沢：沢勾配 10％ 既設ポリ波状管（φ0.6ｍ） コルゲートパイプ(φ2.5

ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=1.5 H=1.5)程度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-11 から A-12 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-16 から A-17 方向 
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 A-17～A-18 の既設コルゲートパイプ（φ1.0ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-18～A-19 方向 
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 A-18～A-19 の沢上流から CL 方向 呑口 既設ポリ波状管（φ0.6ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-18～A-19 の沢下流方向 吐口 既設ポリ波状管（φ0.6ｍ） 
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③ A-21～A-30 区間  

 A-21～A-30 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。0.5°～

9°程度の緩傾斜地を一部 9％の縦断勾配を利用しているが、概ね 1％～4％程度の勾配

で通過している。A-23 で沢水と側溝水を処理するため既設コルゲートパイプ（φ0.6ｍ）

が布設されている。 

 

縦断勾配： 0.5～9％程度 

横断勾配： 8°～10°程度 

A-3～A-4 の沢： コルゲートパイプ(φ1.2ｍ)、もしくは BOX ｶﾙﾊﾞｰﾄ(B=0.8 H=0.8)程

度が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-21～A-22 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-23 の既設コルゲートパイプ 吞口（φ0.6ｍ） 
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④ A-31～A-40 区間  

 A-31～A-40 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を一部 14％の急な縦断勾配を利用し、尾根部に向かい上がっている。A-38 と A-39 の

中間に B 路線の分岐点がある。 

 

縦断勾配： 1～14％程度 

横断勾配： 7°～16°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-32～A-33 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-38～A-39 方向 

 

B 路線 A 路線 
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⑤ A-41～A-50 区間  

 A-41～A-50 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。1042 林

班と 1041林班の境界線にあたる尾根部を越え大椴林道終点に向かい一部10％の縦断勾

配を利用して下っている。 

 

縦断勾配： 1～10％程度 

横断勾配： 12°～16°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-42～A-43 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-46～A-47 方向 
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⑥ A-51～A-60 区間  

 A-51～A-60 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を概ね 1％～2％程度の緩い縦断勾配を利用し、終点に向かって下っている。A-53 と

A-54 の中間に C路線の合流点がある。 

 

縦断勾配： 1～2％程度 

横断勾配： 8°～13°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-53～A-54 方向（C路線合流箇所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-60～A-61 方向 

C 路線

A路線
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⑦ A-61～A-70 区間  

 A-61～A-70 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を概ね 1％～4％程度の緩い縦断勾配を利用し、終点に向かって下っている。 

 

縦断勾配： 1～5％程度 

横断勾配：5°～13°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-63～A-64 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-69～A-70 方向 
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⑧ A-71～A-74 区間  

 A-71～A-74 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を概ね 2％～3％程度の緩い縦断勾配を利用し、終点に向かって下っている。A-74～

A-75 で既設作業道の分岐点に合流している。 

 

縦断勾配： 2～3.5％程度 

横断勾配：5°～7°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-71～A-72 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-74～A-75 方向 

A 路線

既設作業道 
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⑨ A-75～A-83 区間  

 A-75～A-83 区間は、既設作業道路を格上げして林業専用道として利用する。緩傾斜

地を一部 13％の急な縦断勾配を利用し、大椴林道終点に接続する。 

 

縦断勾配： 2～13％程度 

横断勾配：7°～9°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-75～A-76 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終点 A-83 から既設大椴林道起点方向 

 

A 路線

既設大椴林終点 

＝A路線終点 

既設作業道 

A 路線
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B 路線 

 

路線の概要 

B 路線は、A路線の A-38 と A-39 の中間から 1043 林班と 1041 林班の林班界にあたる

尾根部を通過した後、大椴林道の終点から 200ｍ程度起点側に向かい、下りながら接続

する循環路線となる。A 路線ではカバーしきれない 1043 林班と 1041 林班の施業範囲を

カバーするとともに、D 路線の分岐点があり A 路線とともに重要な役割を果たす路線と

なる。 

 

延長 

 L= 2,380ｍ 

 

主な構造物 

 ポリ波状パイプ（φ0.4ｍ）もしくは暗渠排水工等        ・・・ 3 箇所 

計 3 箇所 

 

その他 

 一部横断傾斜が 30°を超える箇所を通過する短い区間で、薄層盛土などの流出を

防止するため、ふとんかご等の簡易構造物を設置する可能性がある。 
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① B-0～B-10 区間  

 A 路線の A-38 と A-39 の中間を起点として分岐する路線で、出来る限り緩傾斜地を利

用しながら 3％～8％程度の縦断勾配で尾根に向かい上がっている。 

 

縦断勾配：3～8％程度 

横断勾配：7°～23°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 A-38 から B 路線取付位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-5 から B-6 方向 

B 路線 A 路線 

A 路線 

B 路線 
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B-5 から B-6 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-10 から B-11 方向 
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② B-11～B-15 区間  

 B-11～B-15 区間は緩傾斜地を極力利用しながら、地形、地質上安定していると思わ

れる尾根部に向かい平均 4％程度の緩い縦断勾配で上がっている。 

 

縦断勾配：3～8％程度 

横断勾配：5°～17°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-11 から B-12 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-15 から B-16 方向 
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③ B-16～B-20 区間  

 B-16～B-20 区間は尾根沿いの緩傾斜地を部分的に 7％～9％の上り勾配を利用して上

がっていく区間となっている。 

 

縦断勾配：7～9％程度 

横断勾配：5°～18°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-17～B-18 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-20～B-21 方向 
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④ B-21～B-30 区間  

 B-21～B-30 区間は、予定路線より 20ｍ程度山側の中・緩傾斜地を一部 12％の縦断勾

配を利用しながら通過している。また、B-27～B-30 付近の路線山側は急斜面となって

いる。 

 

縦断勾配：3～12％程度 

横断勾配：17°～27°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-24～B-25 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-28～B-29 方向 
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⑤ B-31～B-40 区間  

 B-31～B-40 区間は、1043 林班と 1041 林班の境界にあたる尾根部を超えるため一部

12％の縦断勾配を利用しながら上がっている。また、B-40 付近が D 路線の分岐点とな

っている。 

 

縦断勾配：7～12％程度 

横断勾配：8°～27°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-34～B-35 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-40～B-41 方向 

D 路線 

B 路線 
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⑥ B-41～B-45 区間  

B-41～B-50 区間は、3％程度の緩い縦断勾配で緩傾斜地の尾根を越え、1041 林班に入

り既設大椴林道に向かい 9％程度の縦断勾配を利用しながら下っている。 

 

縦断勾配：2～9％程度 

横断勾配：1°～14°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-42～B-43 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-45～B-46 方向 
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⑦ B-45～B-55 区間  

B-45～B-55 の区間については、予定路線位置を通過すると急傾斜の通過が避けられ

ない。また、既設大椴林道との接続予定位置付近に降りられなくなるため、予定位置よ

り離れ尾根沿いの緩傾斜地を一部 9％の縦断勾配を利用しながら下っている。 

 

縦断勾配：3～9％程度 

横断勾配：8°～20°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-50～B-51 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-54～B-55 方向 
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⑧ B-56～B-64 区間  

 B-56～B-65 区間は、B-56～B-57 を R=12ｍで巻き返したのち中・緩傾斜地を一部 9％

の縦断勾配を利用しながら下っている。 

 

縦断勾配：7～9％程度 

横断勾配： 9°～22°程度   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-58～B-59 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-62～B-63 方向 
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⑨ B-65～B-72 区間  

 B-65～B-72 までの区間は、予定路線位置が急傾斜地であることから 50ｍ程度川側に

路線変更し一部集材路跡を利用しながら通過している。 

 

縦断勾配：3～8％程度 

横断勾配： 9°～12°程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-67～B-68 方向（既設集材路跡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-71～B-72 方向 
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⑩ B-73～B-80 区間  

 B-73～B-80 の区間は B-73 で常水の無い沢をポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水

工を敷設し渡ったのち、一部 9％の縦断勾配を利用しながら、予定接続位置より既設大

椴林道終点側に 40ｍ移動した箇所に接続する。 

 

縦断勾配：5～9％程度 

横断勾配： 8°～16°程度 

B-73 の沢： ポリ波状パイプ(φ0.4ｍ)か、暗渠排水工が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B-72～B-73 方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-73 の常水の無い沢（上流側） 
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B-73 の常水の無い沢（下流側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-79～B-80 方向 

 

 

 

 

大椴林道 

B 路線
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